
１２月理事会議事録 

日時： ２０２０年１２月１６日（水）午後７時～９時まで 

場所： 神戸市立総合福祉センター４階 ５会議室 

出席： １９クラブ（全２５クラブ） 

 

【報告事項】 

●兵庫県釣り団体協議会報告（佐本事務局） 

１月の新年総会は書面にて 

●海底清掃（ダイバー：１２名、陸上手伝い：１４名、警戒船１隻）の報告（日釣振 岩崎役員） 

・翼港（１２月１２日）：２７０kgの海底ゴミを回収。釣り場未解放期間がありゴミが少なかった。 

●兵庫合同納竿大会（１２月１３日）の成績報告（岡野事務局） 

表彰式（賞品受渡し）は１月の理事会です。 

●しおかぜと HP融合のアンケートの分析報告（岩崎副協会長、西山協会長） 

HPの方がタイムリーであり、しおかぜを廃刊しても良いの割合が７１％であった。結論として「しおか

ぜ」を HPに移行する、協会長を中心に３役と役員で協議し早い実現を目指す。 

インターネット環境がない会員には、各クラブ（会長等）で印刷して配布する様な形態を想定している。 

 
【審議事項】 
●令和３年度行事、大会日程計画について（西山協会長、岡野事務局） 

日程案の説明あり。連盟 SC行事、東西投げ釣り選手権、垂水清掃の日程に記載ミスあり。修正版を HPに

て展開します。新春「絆」懇親会と連盟総会は中止です。初釣り大会と協会新年総会は実施の予定です。 

●キャスティング協議について（許田 SC次長、石原 SC次長） 

兵庫の大会は、一般参加者が増加傾向にある。キャスティング競技専門メンバーにとっては大会が年４回

（連盟・協会各２回）しかない中で連盟の大会が中止になると厳しい。コロナ禍の期間だけでも協会主催

のオープン大会を増やして欲しい。 

一般参加を認める場合の保険は、レクレーションではなく傷害保険とすること。（薬師寺会長） 

会場レンタル料は、時短で再見積もりのこと。他県からの招集はコロナ禍を考慮のこと。協会員のキャス

ティング技術向上についても検討して欲しい。（渡辺相談役） 

次年度の予算計画に兵庫協会の大会１回増（含会場レンタル料３万円／回）を盛り込む事で承認された。 

●協会初釣り大会（１月１６日）について（佐本会長、岩崎副協会長）  

２０クラブで９９名のエントリー。１２月末まで受付ます。  

表彰式（賞品受渡し）は２月の理事会です。賞品の寄贈を募集します。審査時はマスク着用願います。 

 

【各部連絡】 

●協会記録更新の報告（大橋大物部長） 

笹尾氏（Surf I）の石鯛７３．６cmが協会記録に認定されました。 

●令和３年度の会員登録について（岡野事務局長） 

登録様式を各クラブ会長へ配布します。１月の新年総会までに返信ください。 

年会費の振り込み用紙は、１月の新年総会にて配布します。 

 

【その他】 

●納竿大会の返金について（相内会計） 

コロナ禍で辞退された方の会費返金がありました。 

●今後の大会について提案（帷氏） 

単身赴任等で県外に行かれた方の参加を募るのに写真審査を検討して欲しい。 

 

以上 


